
　本日は本年度2回目の職場訪問例会です。渡邊会
員のご紹介で、JA広島中央会におじゃましておりま
す。皆さん、農協のことをJAと言うのはご存じと思いま
すが、JAとは何の略かご存知でしょうか。JAは、Japan 
Agricultural Cooperativesの略になります。
　農業は英語でアグリカルチャー（agriculture）といい
ますが、アグリ（agri ）はラテン語で耕すという意味であ
り、カルチャー（culture）はご承知のように文化という
意味になります。農業は文明（Civilization）ではあり
ません。農業は文化（culture）です。文化の始まりは
農業と言えると思います。
　本日はJA広島中央会専務の坂本様に、JA グルー
プに関する解説とともに、TPP（Trans-Pacific 
Partnership）環太平洋パートナーシップ協定の問題
点、農業とのかかわりなどの話をお聞きしたいと思って
います。

梶田　滋　会長

　本日は、創立17周年記念夜間例会です。イン

ターアクトクラブの高橋先生、神谷先生、RCC

の皆さん、米山奨学生の呉さん、ようこそい

らっしゃいました。

　当クラブは、広島西南ロータリークラブをス

ポンサークラブとして、1995年5月8日に創立し

ております。創立当初の様子は、森井クラブ研

修リーダーに卓話で詳しくお話していただいて

おります。

　創立会員は33名で、現在の会員数は37名であ

り、会員数はあまり増加していません。会員増

強が奨励されていますが、私は会員が多ければ

多いほど良いとは思ってはいません。もちろ

ん、会の運営が困難になるほど会員数が少なく

なってはいけませんが、運営が行えるだけの財

務基盤ができていれば、それ以上に無理をして

会員を増加させることには賛成できません。現

在の会員数37名を維持することができれば、当

クラブを運営するための資金は十分確保するこ

とができます。

　当クラブの大きな特色である、仲の良さ、協

力しあう関係は、会員数が少ないことも大きく

影響していると思います。会員数が多すぎるク

ラブでは、色々な活動が必ずしも活発には行わ

れていない、ということも耳にします。当クラ

ブには、インターアクトクラブとRCCがありま

すが、両方あるクラブは、2710地区74クラブの

中で2クラブだけと聞いております。

　昨年11月の第2例会の理事会報告で行いました

ように、次年度、当クラブがスポンサーとなり

RYLAを開催いたします。ガバナーエレクトが、

スポンサークラブとして、当クラブを指名され

ましたのも、一枚岩のクラブであるということ

が、大きく影響していると思います。

これからも、クラブの伝統を継続させ、さらに

良いクラブにさせて行きたいと思います。

以上で会長時間といたします。

①インフォーマル    

　今週金曜日（4/27）18：30～　サンプラザにお

きましてインフォーマル・ミーティングを開催しま

す。     

　出欠表をお送りしますので、ご出席をよろしくお

願いします。     

梶田　滋　会長



閉会挨拶　中井　克洋　副会長

乾杯　有田　晴好　直前会長

ロータリーひとくちメモ○

「ロータリー財団」ロータリー国際親善奨学金

　

　国際親善奨学金プログラムは、民間の留学プ

ログラムとしては、世界最大規模の奨学金制度で

す。ロータリー・クラブの所在する他国で勉学また

は研修を受けるために、ロータリー国際親善奨学

金が授与されています。勉学期間中、ロータリー

奨学生は、留学先の国で親善使節を務めること

になります。

１学年度国際親善奨学金

　１学年度奨学金は、他国で１学年度（通常9ヶ

月）勉学するものです。ほとんどの分野の研究が

認められています。

マルチ・イヤー国際親善奨学金

　マルチ・イヤー国際親善奨学金は１学年度国

際親善奨学金によく似ています。但し、名称から

も分かるとおり、その期間は2年間です。このマ

ルチ・イヤー国際親善奨学金は、他国で学位を

取得するための費用の一部として、年額一律の

補助金を支給します。奨学生は、ホスト国の言語

に堪能でなければなりませんし、学位を取得で

きる教育課程に登録しなければなりません。
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4月27日　広島サンプラザにおいて、次年度
に向けインフォーマル・ミーティングが開催され
ました。

山菜とバーベキュー
５月５日に山菜とバーベキューが開かれました。
写真：渡邊会員

①インターアクト指導者研修会  

　5月14日(土)　11：30～　インターアクト指導者

研修会が福山福祉専門学校にて開催されます。

ご登録いただきました方は、ご出席くださいます

ようお願いいたします。  

②次回例会  

　5/14（月）は、サンプラザでの通常例会が行われ

ます。  

　12：30～13：30　通常例会、13：40～14：50　

次年度第2回理事会  

　15：00～　ライラ実行委員会会合の予定です。
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すが、両方あるクラブは、2710地区74クラブの

中で2クラブだけと聞いております。

　昨年11月の第2例会の理事会報告で行いました

ように、次年度、当クラブがスポンサーとなり

RYLAを開催いたします。ガバナーエレクトが、

スポンサークラブとして、当クラブを指名され

ましたのも、一枚岩のクラブであるということ

が、大きく影響していると思います。

これからも、クラブの伝統を継続させ、さらに

良いクラブにさせて行きたいと思います。

以上で会長時間といたします。

2011学年度　ロータリー米山記念奨学生
呉曉麗　様

2009学年度ロータリー米山奨学生　崔明福さん
のカウンセラー 青木　秀行会員から、崔さんから
のメッセージ代読

感謝状と記念品の授与がございます。  

　山陽女学園高等部　高橋先生、神谷先生、

　RCC稲田さん、西川さん、船木さん、笠井さん  

　ロータリークラブ　梶田会長、久保田幹事

　（廿日市市薬剤師会 会長  渡邊 英晶様から授与）  
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当クラブ元会員である本u一宏さんが平成
24年2月10日　53歳で永眠されました。
本uさんの追悼コンペが平成24年5月10日
美和ゴルフクラブで行われました。この美和
ゴルフクラブは本崎さんが生前お気に入りの
ゴルフ場だったので追悼ゴルフコンペを行う
ことになりました。
記念植樹はヤマボウシの木です。

インターアクト指導者研修会
５月１２日に福山福祉専門学校にて「しあわ
せのサポート～福祉に対する理解を深めよう
～」のテーマの基に第３５回インターアクト指
導者研修会が行われました。

　皆さんは、積丹（しゃこたん）半島をご存じでしょ

うか。札幌の北西方向にあり、日本海に突き出てい

る半島になります。小樽を通過し、ニッカウィスキー

の工場がある余市までは、JR函館本線が通ってい

ます。函館本線は余市から南下するため、半島に行く

ためには、ここからは車で行くしか手段がありませ

ん。2002年に落盤で20人が生き埋めになるという悲

惨な事故があったトンネルは、余市から先にありま

す。このトンネルを通り、さらに進むと半島の端は余

別になり、さらに先端は神威岬になります。

　私が初めて余別に行ったのは、約30年前になりま

す。仕事で札幌に行った際、仕事を終えた週末に札

幌で延泊し、友人に積丹半島を案内してもらいまし

た。この時初めて食べたのが、「ウニ丼」です。余別の

道路沿いにある食堂では、いたるところで「ウニ丼あ

ります」と書いてありました。余りにもたくさん看板が

あるので、何気なく「ウニ丼」を注文してみました。と

ころが、この「ウニ丼」を一口食べた瞬間、「うまっ」二

人の声が揃いました。無心で「ウニ丼」を食べ、「おば

ちゃん、ウニ皿」また二人の声が揃いました。この積

丹半島の「ウニ丼」は、私にとって忘れことにできな

いものになりました。

　結婚後、この積丹半島の「ウニ丼」を妻にも食べて

ほしいと思い、現在22歳になる長女が3歳で幼稚園

の年少組、20歳になる長男がまだおむつをしている

時に、家族で北海道に行くことにしました。この北海

道旅行は両親にも声を掛け、家族6人で行くことにな

りました。

　広島から余別まで行くのは大変です。まず、飛行

機で札幌に行き、定山渓温泉で1泊します。翌朝、レ

ンタカーでひたすら余別に向かって走ります。途中、

小樽の運河、ニッカの工場などに立ち寄り、お昼すぎ

にやっと余別に到着です。

　広島から１泊してまできた余別。やっと食べられる

「ウニ丼」。私は迷わず注文しました。

「ウニ丼！」

　次は妻の注文です。

「イクラ丼」

「エッ！････」

　心に残る「一品」になりました。

心に残る逸品

紹介会員：梶田　滋
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